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ワイヤレスコントローラでの Cisco CMXの設定

手順

ステップ 1 Cisco CMXナビゲーションウィンドウから、[System] > [Settings] > [Controllers and Maps Setup] > [Advanced]
を選択します。

ステップ 2 [Controllers]セクションで、ドロップダウンから [IP address]を選択し、ワイヤレスコントローラの IPアド
レスを入力します。[Controller SNMP Write Community]で、バージョンを選択して [Save]をクリックしま
す。

ステップ 3 Cisco CMXダッシュボードのメインエリアから、[Controller]エリアに移動し、ワイヤレスコントローラの
IPアドレスが緑色であることを確認します。これはワイヤレスコントローラと Cisco CMX間の接続が成
功したことを示します。

（注）
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ワイヤレスコントローラの IPアドレスが緑色でない場合は、次のタスクの手順を参照してください。

ワイヤレスコントローラでハッシュキーを設定

ワイヤレスコントローラの IPアドレスのステータスが赤色の場合、ワイヤレスコントローラ
が読み取りコミュニティ文字列を使用して Cisco CMXに追加されている可能性があります。
次のトラブルシューティングタスクを実行します。

手順

ステップ 1 Cisco CMX CLIから cmxctl config controllers showコマンドを実行し、SHA2キーの値をコピーします。

[CMXadmin@CMX-jkp103 configuration]$ cmxctl config controllers show

+-------------+------------------------------------------------------------------+

| MAC Address | 00:50:56:ac:99:6e |

+-------------+------------------------------------------------------------------+

| SHA1 Key | d116d605fd88e72763a03871bc483786e463ae43 |

+-------------+------------------------------------------------------------------+

| SHA2 Key | 66a03889d03cbee5c10e35e641f0ea91109f32832017db60fb3a4cdaf3bf0a7e |

+-------------+------------------------------------------------------------------+

ステップ 2 ワイヤレスコントローラ CLIから、手順 1の SHA2文字列を使用して、config auth-list add sha256-lbs-ssc
<CMX-mac> <sha2KeyHashString>コマンドを発行します。

ステップ 3 ワイヤレスコントローラ CLIで、show auth-listコマンドを実行します。
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Cisco CMX 10.4以降でのプロキシの設定
このタスクでは、Cisco CMX（10.4以降）にプロキシゲートウェイを設定して、プライベート
ネットワークにインストールされている Cisco CMXサーバーと外部クラウドセットアップ間
の通信を許可する方法を示します。

手順

ステップ 1 cmxos sysproxy proxy http:// <proxy-gateway-address> <port>

このコマンドは、内部 Cisco CMXと外部資産ロケータサーバーとの通信を許可するプロキシゲートウェ
イを設定します。

ステップ 2 cmxos sysproxy no_proxy localhost <website-address>

このコマンドは、ネットワーク内の IPアドレスに対してプロキシが使用されないようにします。

ステップ 3 cmxos sysproxy {enable | clear | disable}

このコマンドは、プロキシを有効にします。

ステップ 4 cmxctl stop -a

ステップ 5 cmxcl agent start

ステップ 6 cmxctl start

ステップ 7 Cisco CMXを再起動して、実際の変更点を確認します。

Cisco PIから Cisco CMXへのマップのインポート

手順

ステップ 1 URL https://<PrimeInfrastructure_IP_address>を使用して Cisco PIにログインします。

a) [Maps] > [Wireless Maps] > [Site Maps]を選択します。
b) 右側のナビゲーションウィンドウから、[Export] > [MapArchive]を選択します。図に示されているよう
に、すべてのデフォルトのチェックが保持されていることを確認してください。
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c) エクスポートするマップを選択し、[Export]をクリックします。

選択したマップが ImportExport_xxxx.tar.gzという名前の圧縮 .tarファイル（例：
ImportExport_4575dcc9014d3d88.tar.gz）としてブラウザのダウンロードディレクトリにダウン
ロードされます。

ステップ 2 URL https://<CMX_IP_address>を使用して Cisco CMXダッシュボードにログインします。

a) [System] > [Settings] > [Controllers and Map Setup] > [Advanced]を選択します。
b) [Maps]で [Browse]をクリックし、Cisco PI（ステップ 1）からエクスポートしたマップを選択して、

[Upload]をクリックします。
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ステップ 3 アプリケーションのダッシュボードにログインします

ステップ 4 左側のメニューから [Maps]を選択します。

ステップ 5 [Upload]をクリックします。マップがアプリケーションにアップロードされます。

ステップ 6 マップがアプリケーションに正しくアップロードされていることを確認します。

Cisco Spacesから Cisco CMXトークンを取得する方法
この付録では、Cisco CMXを Cisco Spacesアカウントに追加し、同じアカウントのトークンを
取得する方法について説明します。このトークンは、Cisco CMXで設定できます。この手順
は、資産ロケータを正しく機能させるための前提条件です。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesアカウントにログインします。

ステップ 2 右上隅にある ボタンをクリックします。

ステップ 3 [Wireless Network Status]をクリックします。

ステップ 4 表示される [Wireless Network Status]ページで [Cisco CMX]をクリックし、[Add New CMX]をクリックしま
す
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ステップ 5 表示される [Wireless Network Status]ページで [Cisco CMX]をクリックし、[Add New CMX]をクリックしま
す

ステップ 6 Cisco CMXの [Name]と [Description]を入力し、[Save]をクリックします。
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ステップ 7 追加した Cisco CMXの右端の領域をマウスオーバーすると、それぞれ非表示のメニューが表示されます。
[Key]ボタンをクリックします。

ステップ 8 プロンプトが表示されたら Cisco Spacesログイン情報を使用して認証し、[Submit]をクリックします。

ステップ 9 [Token]が表示されたら、[Copy]をクリックします。

次のタスク

これで、Cisco CMXにこのトークンを追加できます。
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Cisco CMXを使用したロケーションサービス

Cisco CMX 10.6以降の設定

Cisco CMX 10.6以降での通知の設定

この手順では、タグのロケーション情報の更新が発生したときにアプリケーションに通知する

ように Cisco CMXで HTTPS通知を設定する方法を示します。

始める前に

アプリケーショントークンを取得します。付録の「Cisco Spacesからトークンを取得する方

法」を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Spaces：Asset Locatorダッシュボードから、[Manage] > [Cloud Apps]を選択します。

ステップ 2 [Cloud Applications] > [Cisco Spaces]セクションで、[Enable]をクリックします。

（注）

WARNING

資産ロケータが存在する場合、有効にしないでください。これは廃止予定です。

ステップ 3 [Create Notification Upstream]ダイアログボックスに、Cisco Spacesから取得したトークンの値を入力しま
す。
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Cisco CMX 10.5以前の設定

Cisco CMXでの通知の設定（Cisco CMX 10.6より前）

この手順では、タグのロケーションの更新が発生したときにアプリケーションに通知するよう

に Cisco CMXで HTTPS通知を設定する方法を示します。

始める前に

Cisco CMXコンフィギュレーションガイドの「Creating Cisco CMX Connector and Retrieving
Token」セクションからトークンを取得できます。

手順

ステップ 1 Cisco CMXダッシュボードから、[Manage] > [Notification] > [+New Notification]に移動します。

ステップ 2 [Create New Notification]ダイアログボックスで、通知の [Name]を入力します。

付録

9

付録

Cisco CMX 10.5以前の設定

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/10-6/cmx_config/b_cg_cmx106/managing_cisco_cmx_configuration.html#id_99070
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/10-6/cmx_config/b_cg_cmx106/managing_cisco_cmx_configuration.html#id_99070


図 1 : Create New Notification

ステップ 3 [Conditions]で、[Device Type]および [Status]ドロップダウンボックスから [All]を選択し、[Hierarchy]ド
ロップダウンボックスから [All Locations]を選択します。

ステップ 4 [MAC Address]フィールドは空のままにしておきます。

ステップ 5 [Receiver]ドロップダウンリストから、[https]を選択します。

ステップ 6 アクティベーションメールの情報から、ホストアドレスフィールドにhttps://cmx.dnaspaces.io、
ポート番号に 443と入力します。

ステップ 7 urlフィールドに api/v1/cmx/notifications/locationUpdateと入力します

ステップ 8 [MAC hashing]オプションをオフにします。

ステップ 9 [Message Format]ドロップダウンリストから、[JSON]を選択します。

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。
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Cisco CMX（10.3より前）でのテレメトリの有効化

このタスクにより、Cisco CMXはテレメトリデータを資産ロケータに送信できます。テレメ
トリデータは、RFIDタグによって収集され、Cisco CMXロケーションエンジンを介して資産
ロケータに送信される、温度や湿度などの非位置データです。

手順

ステップ 1 Cisco CMXCLIで、/opt/cmx/etc/node.confに移動し、[location]セクションの下に次の行を挿入しま
す。

user_options=-Dpublish-telemetry=true

ステップ 2 Cisco CMXを再起動します。
cmxctl stop -a
cmxctl agent start
cmxctl start

ステップ 3 Cisco CMXとそのすべてのサービスおよびプロセスが稼働していることを確認します。
cmxctl status
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


